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のツアーは，日数 14 泊 15 日をかけて全札所を回る予定で（実際には旅程がうまくいかず一日多く
要した），総人員 32 名（乗客 28 名，運転士・添乗員各 2 名），32 人乗り大型ボンネットバス利用，
















は 20 歳以下が 4 名（うち 3 名は松田
の孫），20 代 1 名，30 代 2 名，40 代 1
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1984（昭和 59）年の段階でバスツアー全体に占める同社のシェアは 3 割，同じく 3 割を占める「せ
とうちバス」（愛媛県）と合計して年間約 5 万 4000 人を運んだとされているので
（46）
，その年の単年度
で 2 万 7 千人を運んだと推定される。また 2000（平成 12）年頃以降の巡礼ブームの先端部分に当





























































面積      855.26km²
海岸延長    264.1km
人口      67,386人
人口自然増加率  -9.9%
老年人口割合  35.3%
世帯数     24,604世帯
産業別人口割合
 ・第1次産業  24.2%
 ・第2次産業  21.4%
 ・第3次産業  54.3%
*2005年国勢調査
■宗教関係統計**
寺院数      269
人口／寺院数   約250
世帯数／寺院数  約91
神社数      267






 ・兼職あり（現職）  45%
   教員      28%
   公務員     21%
   福祉関係    7%
   農業関係    7%
   会社員・自営  24%
   その他     13% 
 ・兼職経験あり   27%
 ・兼職なし     27%
■寺院統廃合前後の宗派別寺院数***
宗派名  統廃合前  統廃合以降（大正4年）
真言宗    306      145
禅宗     65      23
日蓮宗    53      27
真宗     48      6
浄土宗    38      20
天台宗    15      14
時宗     14      10
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語る人のうち，最初のきっかけが T 氏率いる S 社の巡礼ツアーだった人は多い
（86）
。それを示すよう
に T 氏が四国巡礼に引率して 88 回目となるツアー（1993 年）には，96 歳の常連女性 2 名を含む
125 名の巡礼団が応募に集まっており，ツアー参加者が T 氏のツアーコンダクターとしての役割に
期待するよりも，むしろ巡礼者としての見識や宗教的威信に触れるために参加していたとすら言え













































という社会文化的流れと同調できた S 社の活動であったし，S 社は今現在の佐渡でも，人々が巡礼
を認知し最初の入り口とすることに強い影響力を有している。四国遍路に限れば，1964 年以来毎








　S 社の旅行業務の大部分が巡礼ツアーで占められていくに従い，先代社長 T 氏の佐渡での日常
活動も巡礼ツアー事業に染まっていく。「佐渡四国霊場」を復興させたのち，1982（昭和 57）年に
は西国三十三番観音巡礼の「写し」である「佐渡西国三十三番」という巡礼地を，全く新しく設立
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最小単位（つまり家族経営，現在は T 氏の息子である H 氏が 2 代目社長）となった同社の全ての
ツアーは，H 氏自らが添乗員とドライバーを兼務し，自社所有の 30 人乗りバスで巡礼を行う。毎











これに加えて納経料金 が 1 ヶ寺あたり 300 円
かかり，服装や任意の寄付などその他諸々の





















 2 四国 88ヵ所巡拝（13）
 3 佐渡四国 33 番巡拝（3）
佐渡新四国 88ヵ所巡拝（5）
 5 四国 88ヵ所巡拝（13）
 6 板東 33 番と秩父 34 観音（9）
 8 北海道 33 観音霊場（12）
10 佐渡西国 33 番巡拝（3）
佐渡新四国 88ヵ所巡拝（5）





















































































































いる人が多くなってきている。一例を挙げると，旧相川町 L 集落の A 氏夫妻は，1992 年から現在









ようなタクシー会社巡礼ツアーが玄人向けかと言えば決してそうではない。2004 年に A 氏らとと



















ることも確かである。旧相川町 L 集落では，1992（平成 4）年に最初の巡礼を終えて四国から帰島
した先述の A 夫妻が，まず巡礼時に般若心経や御詠歌を上手く唱和できなかった経験を元に，関
心のある者を誘い練習会を始め，次に同地区で長らく途絶えていた「ねまり遍路」を復活させる。
同集落では 1994（平成 6）年頃，夫の A 氏が中心となってこの儀礼を復活させるべく，集落の年
長者に聞き書きをしながらマニュアル本を作成し，無住となっていた寺院を会場に再開を果たし
た。筆者が調査した中からその様子を以下に示す。写真 3 はその際の様子である。
　2004 年の L 集落の「ねまり遍路」は，2 月 29 日に約 50 名の地区住民を集めて行われた。参加
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とつあげたい。2007（平成 19）年 8 月，旧相川町 L 集落での夏の盆行事の準備後，茶飲み話の際，







　私も母親から，アレして，3 歳の時に 36 で亡くなって，顔も何も知らない。覚えてないて
いうか。昔だから写真もない。そういう関係で行けば会えるかな
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1987（＝ Jürgen Habermas Theorie des kommunikativen 
Handelns. Frankfurt: Suhrkamp, 1981）。
（ 8 ）――ここでいう資源人類学とは，資源の分配と共有
の意味と意義を問う人類学的研究一般を指すというより
も，2002 ～ 2007 年に行われた「文部科学省科学研究費
補助金特定領域研究　資源の配分と共有に関する人類学
的統合領域の構築」（代表：内堀基光）を指す。















（13）――Karel Dobbelaere“Secularization: a multi-
dimensional concept”, in Current Sociology. Vol.29（2）, 
Sage, 1985.
（14）――たとえば Clifford Geertz Islam Observed: 
Religious Development in Morocco and Indonesia , 




































（24）――Rodney Stark & Laurence Iannaccone“A 
Supply-Side Reinterpretation of the Secularization”, 




（26）――Michael Taussig The devil and commodity 
fetishism in South America , Chapel Hill: University of 




















局，1995 年，pp.47-48（=John Urry The Tourist Gaze: 
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慕われる」『佐渡新報』，1985 年 9 月 7 日付。
（87）――旧両津市において，2004 年 8 月。
（88）――四国八十八カ所霊場会では巡礼者の巡礼回数に
応じた札の色を定めている。金は 50 回以上，錦は 100
回以上。いずれにせよ極めて稀少な札である。



















よ う になっている（Amanda Stronza“Anthropology 
of Tourism: Forging New Ground for Ecotourism and 



















（100）――2004 年 8 月，旧佐渡郡相川町でのインタ
ビューより。
（101）――Herald Dehne“Have we come any closer to 
Alltag?” in Alf Lüdtke ed. The History of Everyday 
Life: Reconstructing Historical Experiences and Ways 
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訳，1988 年，pp.80（＝ Hermann Bausinger“Konzepte 
der Gegenwartsvolkskunde”. In : Österreichische 




訳，1988 年，pp.90（＝ Hermann Bausinger“Konzepte 
der Gegenwartsvolkskunde”. In : Österreichische 
Zeitschrift für Volkskunde. NS.38, 1984.）。
（115）――トーマス・ヒランド・エリクセン『人類学と
は何か』世界思想社，鈴木清史訳，2008 年，pp.53（＝























（Jan N. Pieterse “Globalization as Hybridization”, 
International Sociology, Vol.9, No.2, 1994.），こうした概
念的弁別も一つの方途だろう。
（東京大学大学院，国立歴史民俗博物館共同研究研究協力者）
（2009 年 5 月 28 日受付，2009 年 9 月 25 日審査終了）
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Commodification of Folk Religion and it’s Re-Embedding in Everyday Life:
An Experimental Ethnography on Pilgrimage Tourism in Contemporary 
Japan
This paper is to describe the formation and the expansion of the pilgrimage tourism in modern Japan 
by using concepts such as “becoming cultural resource” or “commodification of religion.” Besides, it is 
to clarify how to make a theoretical contribution to the contemporary folklore studies by describing “the 
religious,” which is generated within the contexts of market economy or consuming society.
I will gradually focus the scope for this description from macro level to micro level. First, the process 
of “disembedding” pilgrimage from the life-world will be described. The pilgrimage as a conventional 
folklore has been transformed to Pilgrimage tourlism, which is an user-selectable “commodity” by 
cultural industries. Second sketch is about the commodification of the religious convention at more 
local social space. I will take an example from the activities of the local pilgrimage industry and the 
participation to the industry of pilgrimage experiencers in Sado area of Niigata prefecture. Here we 
can observe that some factors which had been detached from original contexts by becoming a cultural 
resource (=disembedded) is now “re-embedded” to the alltag context again.
The pilgrimage of Sado is very popular at first grance. However, what allows local people to have 
religious experience is not the local tradition, but this kind of market economical structure supported by 
pilgrimage industries described in this paper. Accordingly, describing internal events of small area (=a 
village) delimited by a spatial border and eliminating outside of that border from their description is not at 
all enough for contemporary folklore studies as an everyday life study. “The process of becoming cultural 
resource” is an idea, which demand us to consider the mutual reflection of micro and macro factors. 
Ultimately, that is a question to ask how the observation objects are constellated in the “total.”
Key words:   Cultural industry,  contemporary folklore studies,  alltag,  Sado,  disembedding
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